























一，重纽反切中的 A 类，B 类切下字与切上字基本上分别与 A 类，B 类被切字对

















































                                                     
1 隋煬帝の諱である「広」を避けるため、『博雅』と改められたが、避諱の期間が過ぎた後に、元
の名称に戻された。但し『博雅音』の方は『広雅音』と呼ばれることは無い。 
2 丁 1995 から引用。 
3 遠藤光暁「切韻の韻序について」『藝文研究』54、pp.312-299、慶應義塾大学藝文学会、1989 年
3 月；後『中国音韻学論集』、pp.98-118、白帝社、2001 に収録。本稿の日本語訳はこれより引用。 
















42 である。但し各巻の丁数は一様ではなく、例えば第一巻は 6 丁、第二巻と第







類 体裁 音注例 数量 
ア 某某反 印，於信反；誾，魚斤反； 309 
イ 某某 窺，苦垂；緊，居忍； 2974 
ウ 音某 徛，音寄；磏，音廉； 43 
エ 某音 䛼，毀音；隒，斂音； 62 
オ 某 搴，蹇；裨，卑； 2082 




る。このような算出方法によって、本稿では総計 5470 條7の音注が得られた。 
                                                     
6 同一の資料に異なる体裁の反切が共存するものは他にも発見されている。例えば、敦煌出土の
『毛詩音義』、『礼記音』などである。 
7 各先行研究の統計数値は異なり、董忠司 1973 は 5139 條、丁鋒 1995 は 5072 條、呉波 2006 は
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     体裁 
重紐 
ア類 イ類 ウ類 エ類 オ類 
A 類 10 114 0 3 61 
B 類 8 167 1 5 97 
表 2 体裁別重紐音注統計 
 
                                                     
8 ( )内の字句は厳密さを期して筆者が加えたもの。従来の研究では、三等の欄に置かれるのを重
紐 B 類(または乙類)と呼び、四等の欄に置かれるのを重紐A 類(または甲類)と呼ぶ。 
9 管見の限り、最初に庚三韻と清韻が一体となって一つの重紐韻に相当することを指摘したのは
辻本 1954 である。しかしこれについての議論は全く無く、重紐韻のリストに並べられているだけ
である。詳しくこの問題を論じたのは佐々木 1983(pp.392-438)及び太田 2012(pp.180-184)である。 








3.1 黄典誠 1986と丁鋒 1995の研究 























丁鋒 1995 は黄 1986 より詳細で確かな音注資料に基づいて『博雅音』の音声
体系を考察した。同論文の第二章第四節で「重紐」についての議論を行ってい
る。しかし、黄典誠 1986 と同様に、丁鋒 1995 も反切下字を中心に考察してい
                                                     
12 黄氏の説は黄典誠 1986「曹憲『博雅音』研究」、pp.72-73 から引用。 
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とも重紐の対立を保ちながら、二韻の間に A 同士、B 同士の合併が見られる。
3．重紐三等は非重紐三等(本稿で言う C 類)と混同が見られ、重紐四等は純四








3.2 大島 1985の研究 
日本では、大島正二氏が 1984 以降、一連の論文において『博雅音』につい 
ての考察結果を報告した。最後の一編である大島 1985 では拗音甲：乙、即ち重













の研究を通して、紀元 6 世紀末〜7 世紀初の南方読書音系統における重紐の特
徴を窺う。 
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26 2 8 0 6 26 0 5 7 0 17 0 2 14 
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表 6 反切下字分布表 
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舌歯音下字については 4.2 で述べる。以下、まず A 類、B 類下字から説明し




帰字 重紐 上字 重紐 下字 重紐 行数 巻数 頁 表裏 
鬹 A 矩  皮 B 10 7 2 表 
(女酓) A 烏  檢 B 1 1 3 裏 
戲 B 慗 C 一 A 10 2 3 裏 
謬 B 靡 B 幼 A 6 2 4 表 
 



























A 類と共通する音的特徴をもつので、「粃」は A 類である蓋然性が高い。 
以下、C 類、中古一等、二等、四等下字について説明する。データから見る
と、C 類、中古一等下字と四等下字はそれぞれ B 類、B 類、A 類帰字を導く傾
向が顕著である。しかし、A 類、B 類反切における中古二等下字はそれぞれ僅
か 2 例、3 例しかないため、傾向を判断することはできない。 
 
4.1.2 反切上字 
次に、A 類、B 類反切における上字の分布を見てみよう。結果は表 7 の通り
である。 
 A 類 B 類 C 類 一等 二等 四等 
ア A 類 5 0 4 1 0 0 
B 類 0 2 4 2 0 0 
イ A 類 46 1 47 18 1 1 
B 類 10 33 94 28 1 1 
表 7 反切上字分布表 
 
表 7 で示すように、A 類、B 類反切上字は基本的に A 類、B 類帰字と対応す
るが、11 例の例外が存在する。そして、例外は全部イ類に属するものである。 
帰字 重紐 上字 重紐 下字 重紐 行数 巻数 頁 表裏 
1 粃 A 彼 B 比 A 4 4 2 表 
2 䔸 B 必 A 昭   10 8 2 表 
3 儦 B 必 A 嬌 B 9 6 2 表 
4 帔 B 匹 A 媚 B 2 7 3 裏 
5 笢 B 民 A 忍   4 10 1 裏 
6 淠 B 匹 A 制   6 6 2 裏 
7 辨 B 婢 A 典   7 1 2 裏 
8 陂 B 必 A 何   5 2 4 表 
9 委 B 一 A 偽 B 8 1 2 表 
63『博雅音』における重紐の対立について
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10 毖 B 必 A 寄 B 4 5 2 表 
11 仌 B 袐 A 憑 B 3 5 2 表 
 




















平山 1977 は、A 類反切、B 類反切において C 類上字を用いたものを第一式
反切とし、帰字の類に合わせて A 類上字(「匹」を除く)、B 類上字を各々用い
たものを第二式反切とした。 
さらに、平山 1991 は、来母・知組の「性質」を論ずる際に、第一式反切と   
第二式反切の状況を同時に考慮しなければならないと指摘した。本稿はこの理
念に基づいて考察を行う。 
 知組 精組 章組 荘組 日母 来母 云母 以母 
ア A 類 0 1 2 0 0 0 0 0 
B 類 0 0 0 0 0 0 1 0 
                                                     
15 遠藤光暁「『切韻』における稀少反切上字の分布」『中国語学』237、pp.1-11、1990 年 10 月；後
『中国音韻学論集』、pp.54-66、白帝社、2001 に収録。 
イ A 類 0 2 10 0 1 4 0 10 
B 類 5 0 0 0 2 5 10 1 
表 8.1 第一式反切舌歯音音節分布表 
 
 知組 精組 章組 荘組 日母 来母 云母 以母 
ア A 類 0 0 0 0 1 0 0 2 
B 類 0 0 0 0 0 0 0 0 
イ A 類 0 3 14 0 4 3 0 7 
B 類 3 2 0 0 1 0 2 1 
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下字の場合、帰字は A 類であり、B 類、云母、知組、来母下字の場合、帰字は
B 類である。注意すべきは、下字区別法則が反映しているのは早期反切におけ












1．A 類、B 類上字決定法則は下字区別法則より優先されるという規則：A 類、
B 類上字と下字の類が一致しない場合、上字によって帰字の類を決定すること
が一般的である。 
2．下字の重紐判定関与度は A 類、B 類上字より高いという規則：帰字の類











法則 1 にのみ合い、完全に上字によって帰字の帰属を決定する。 
 
5.2 『博雅音』の場合 
5.1 において李秀芹 2006 の理論を紹介した。本節はそれに基づいて『博雅音』
における重紐の対立の通時的位置付けを議論する。 
既に 4.3 で論じているように、ア類、イ類重紐反切における A 類、B 類上字
の決定率(例外率の反義語)はそれぞれ 100％、99％20であるため、両方とも法則
1 に合うことがわかる。改めて表 6 を観察すれば、ア類、イ類における重紐反
切が比較的に異なる特徴を反映していると見てとることができるであろう。つ
まり、ア類重紐反切の場合、A 類、精組(日母を含む)、章組、以母下字は A 類
的な性格を表し、B 類、C 類、云母下字は B 類的性格を表すので、法則 2 に合
うと判断できる。また、反切上字全般からみると、ア類重紐反切の場合、A 類、
B 類上字以外、重紐帰属が明白でない C 類上字 8 例、中古一等上字 3 例がある
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20 イ類重紐反切における A 類、B 類上字の例外率は 1％なので、決定率は 99％である。 
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ため、法則 3 には合わないと判断できる。もちろん、ア類重紐反切では上字 A
類、下字 B 類、あるいは上字 B 類、下字 A 類の事例がないので、規則 1 を検
証できないけれども、規則 1 に違反する事例はないことも認めるべきである。
最後に、ア類重紐反切における下字の決定率は(3＋4＋1＋2＋3＋1＋2)÷18≈




ように、イ類重紐反切は法則 1 に合うけれども、法則 2 には合わない。何故な





A 類、B 類反切の比は 8：14 と 14：5 である。つまり、C 類下字と中古四等下

























































A 類 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
B 類 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
イ 
類 
A 類 5 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 9 
B 類 0 15 4 2 0 0 0 0 0 1 0 2 2 2 













2.1 で述べたように『博雅音』における A 類、B 類直音音注(ウ類、エ類、オ
類)は合わせて 1＋8＋158＝167 例である。 
考察の結果によれば、直音音注では A 類、B 類を混同する事例はなく、厳密
に使い分けている。しかし、オ類直音には C 類直音字を取った A 類帰字が 3 
例(全体の 5％)と、B 類帰字が 11 例(全体の 11％)見られる。また、中古四等直
音字を取った A 類帰字は 8 例(全体の 13％)、B 類帰字は 2 例(全体の 2％)見ら
れる。 
以上の事実から、A 類と中古四等、B 類と C 類との合流が窺われよう。しか




ため、法則 3 には合わないと判断できる。もちろん、ア類重紐反切では上字 A
類、下字 B 類、あるいは上字 B 類、下字 A 類の事例がないので、規則 1 を検
証できないけれども、規則 1 に違反する事例はないことも認めるべきである。
最後に、ア類重紐反切における下字の決定率は(3＋4＋1＋2＋3＋1＋2)÷18≈




ように、イ類重紐反切は法則 1 に合うけれども、法則 2 には合わない。何故な





A 類、B 類反切の比は 8：14 と 14：5 である。つまり、C 類下字と中古四等下

























































A 類 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
B 類 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
イ 
類 
A 類 5 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 9 
B 類 0 15 4 2 0 0 0 0 0 1 0 2 2 2 













2.1 で述べたように『博雅音』における A 類、B 類直音音注(ウ類、エ類、オ
類)は合わせて 1＋8＋158＝167 例である。 
考察の結果によれば、直音音注では A 類、B 類を混同する事例はなく、厳密
に使い分けている。しかし、オ類直音には C 類直音字を取った A 類帰字が 3 
例(全体の 5％)と、B 類帰字が 11 例(全体の 11％)見られる。また、中古四等直
音字を取った A 類帰字は 8 例(全体の 13％)、B 類帰字は 2 例(全体の 2％)見ら
れる。 
以上の事実から、A 類と中古四等、B 類と C 類との合流が窺われよう。しか


















れ欧陽国泰 1987(pp.88-93)、大島 1981(p120,pp.134-135)を参考にする。22 
 
7.1 『玉篇』との比較 
欧陽国泰 1987 は、原本『玉篇』における重紐の特徴を以下の三点にまとめ 
ている。 
1．C 類は重紐 B 類に近く、中古四等は重紐 A 類に近い。 
2．重紐 B 類は唇牙喉音下字を多用しているが、重紐 A 類はそのような傾向
はない。 






A 類は 3 例(全体の 3％)、重紐 B 類は 5 例(全体の 63％)である；イ類反切の場合、
重紐 A 類は 37 例(全体の 32％)、重紐 B 類は 118 例(71％)である。 
3 について、『博雅音』では、統計数値から見ると、知組は B 類に近く、章組
と精組は A 類に近い。 
以上、比較の結果からみると、重紐の特徴に関して『博雅音』と原本『玉篇』





大島 1985 は、『文選音義』における重紐の特徴を以下の二点にまとめる。 
1．唇音重紐反切で第一式反切(24 例)は第二式反切(22 例)より多い。 
2．牙喉音重紐反切で第一式反切(33 例)は第二反切(79 例)より少ない。 
 
『博雅音』と比較すると、 
1 について、唇牙喉音反切で第一式反切(ア類 1 例＋イ類 27 例)は第二式反切
(ア類 6 例＋イ類 55 例)より少ない。 
2 について、牙喉音重紐反切で第一式反切(ア類 7 例＋イ類 114 例)は第二式反
















の結論として、次の四点が挙げられる。第一に、重紐反切における A 類、B 類
下字と上字は基本的にそれぞれ A 類、B 類帰字に対応する。第二に、A 類と中
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下字と上字は基本的にそれぞれ A 類、B 類帰字に対応する。第二に、A 類と中


































反切では 0 例、イ類反切では 4 例現れる(うち１例は両方に見える)。 






































































反切では 0 例、イ類反切では 4 例現れる(うち１例は両方に見える)。 














































太田 斎 2012『韻書と等韻図』、神戸市外国語大学外国学研究所、258pp. 
木村公直 1989「曹憲『博雅音』における止摂の分合について」『均社論叢』16、
pp.1-5 


















雷昌蛟 1996「博雅音声类考」，『贵州大学学报<社会科学版>』第 1 期，pp.100-82 
雷昌蛟 1999「『博雅音』中的特殊音切」，『遵义师范高等专科学校学报』，第 1 卷
第 1 期，pp.42-45 
李秀芹 2006「中古重纽类型分析」浙江大学博士论文，223pp. 
欧阳国泰 1987「原本『玉篇』的重纽」，『语言研究』第 13 期，pp.88-93 
吴波 2006「『博雅音』及其音系性质问题」，『汉语史学报』第 6 辑，pp.166-172 
吴波 2009「『博雅音』的唇音分合问题」，『中国语文』第 332 期，pp.466-471 
周法高 1989「隋唐五代宋初重纽反切研究」，中央研究院历史语言研究所集刊第
23 本，pp.385-407 













     聲類                
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 a     
焷毗支 
焷婢亦 
      馶巨支       
紙 a   諀匹爾                 
寘 a                     
脂 a                     
旨 a                     
至 a     襣步寐               
蟹攝 祭 a                     
臻攝 
真 a                     
軫 a                     
震 a                 印於信   
質 a                     
諄 a                     
準 a                     
稕 a                     
術 a                     
山攝 
仙 a                     
獮 a                   熯而善 
線 a                     
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     聲類                
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 a     
焷毗支 
焷婢亦 
      馶巨支       
紙 a   諀匹爾                 
寘 a                     
脂 a                     
旨 a                     
至 a     襣步寐               
蟹攝 祭 a                     
臻攝 
真 a                     
軫 a                     
震 a                 印於信   
質 a                     
諄 a                     
準 a                     
稕 a                     
術 a                     
山攝 
仙 a                     
獮 a                   熯而善 
線 a                     
薛 a                   烕翾悅 
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效攝 
宵 a                     
小 a                     
笑 a                     
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                     
咸攝 
鹽 a                     
琰 a                     
艷 a                     
葉 a                     
梗攝 
清 a                     
靜 a                     
勁 a                     





                  
黝 a                     
幼 a                     
     声類                          
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 b                     
紙 b                     
寘 b 賁彼寄                   
脂 b                     
旨 b                     
至 b                     





            誾魚斤     
軫 b                     
震 b                     
質 b       宓眉筆             
諄 b                     
準 b                     
稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b                     
獮 b                     
線 b                     
薛 b                     
效攝 
宵 b                     
小 b                     
笑 b                     
深攝 
侵 b                     
寢 b                     
沁 b                     
緝 b                     
咸攝 
鹽 b             鉆巨炎       
琰 b               噞魚淹     
艷 b                     
葉 b                     
梗攝 
庚 b             勍巨京       
梗 b                     
映 b                     
陌 b                     
流攝 
幽 b                     
黝 b                     
幼 b                     
曾攝 
蒸 b                     
拯 b                     
證 b                     
職 b                     





宵 a                     
小 a                     
笑 a                     
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                     
咸攝 
鹽 a                     
琰 a                     
艷 a                     
葉 a                     
梗攝 
清 a                     
靜 a                     
勁 a                     





                  
黝 a                     
幼 a                     
     声類                          
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 
支 b                     
紙 b                     
寘 b 賁彼寄                   
脂 b                     
旨 b                     
至 b                     





            誾魚斤     
軫 b                     
震 b                     
質 b       宓眉筆             
諄 b                     
準 b                     
稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b                     
獮 b                     
線 b                     
薛 b                     
效攝 
宵 b                     
小 b                     
笑 b                     
深攝 
侵 b                     
寢 b                     
沁 b                     
緝 b                     
咸攝 
鹽 b             鉆巨炎       
琰 b               噞魚淹     
艷 b                     
葉 b                     
梗攝 
庚 b             勍巨京       
梗 b                     
映 b                     
陌 b                     
流攝 
幽 b                     
黝 b                     
幼 b                     
曾攝 
蒸 b                     
拯 b                     
證 b                     
職 b                     





   聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 







  鬹矩皮 窺苦垂 
軝渠夷 
䞚巨支 
    
鑴乎規 
鑴况規 




  侎亾是             
寘 a         (目規)居恚 跂去豉         















坒毗利         痵揆季       
蟹攝 祭 a               埶魚世     
臻攝 
真 a   䎙匹人 頻符賓               
軫 a         緊居忍           
震 a                     




    蛣去吉       欯許一 
諄 a                     
準 a                     
稕 a         呁鈞峻           
術 a         䤎巨出           
山攝 












獮 a 褊必善         㹂邱殄         






















小 a 標必沼 縹匹紹   杪彌沼         闄於小   





                
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                 挹於立   
咸攝 











艷 a                     




梗攝 清 a                     
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2.2.2 イ類 
   聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 







  鬹矩皮 窺苦垂 
軝渠夷 
䞚巨支 
    
鑴乎規 
鑴况規 




  侎亾是             
寘 a         (目規)居恚 跂去豉         















坒毗利         痵揆季       
蟹攝 祭 a               埶魚世     
臻攝 
真 a   䎙匹人 頻符賓               
軫 a         緊居忍           
震 a                     




    蛣去吉       欯許一 
諄 a                     
準 a                     
稕 a         呁鈞峻           
術 a         䤎巨出           
山攝 












獮 a 褊必善         㹂邱殄         






















小 a 標必沼 縹匹紹   杪彌沼         闄於小   





                
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                 挹於立   
咸攝 











艷 a                     









              癭於整   
勁 a 摒必政   庰必整             
敻呼性 
詗呼詺 





              
流攝 
幽 a 彪必鄒               呦於虯   






幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 










































      
徛居義 
䞈詭 X 
    
僞魚軌 
僞魚美 
  戯許寄 
脂 b   
駓步悲 
伾芬悲 
  黴明饑     䟸巨追       
旨 b                     






  亄於既   

















  輑牛殞   
訔魚斤 
嚚彥陳 
    





      
震 b                     
質 b     弻備筆   吃棘乞       亄阿帙   
諄 b                     





              癭於整   
勁 a 摒必政   庰必整             
敻呼性 
詗呼詺 





              
流攝 
幽 a 彪必鄒               呦於虯   






幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 










































      
徛居義 
䞈詭 X 
    
僞魚軌 
僞魚美 
  戯許寄 
脂 b   
駓步悲 
伾芬悲 
  黴明饑     䟸巨追       
旨 b                     






  亄於既   

















  輑牛殞   
訔魚斤 
嚚彥陳 
    





      
震 b                     
質 b     弻備筆   吃棘乞       亄阿帙   
諄 b                     
準 b                     
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稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b           
㗔去焉 
攐去焉 
拳卷權   蔫於然   








遃魚輦     
線 b         觠古免           




  櫭巨例 
櫱宐別 
櫱御別 







      
撟几消 
撟居夭 
















笑 b 裱筆廟           轎奇廟       
深攝 




  喑於今   
寢 b             
䫴巨錦 
䫴渠領 
      
沁 b             
紟騎禁 
紟渠禁 
      











  醃於炎   




艷 b 窆碑艷                   
葉 b                 (糸劫)於輒   
梗攝 
庚 b   恲暜耕         擎渠迎       
梗 b 蛃步幸       
臩古永 
囧古丙 




  枰平命           詇於敬   
陌 b             
屐渠戟 
劇其御 
  彟於虢   
流攝 
幽 b     滮蒲彪               
黝 b                     
幼 b       謬靡幼             
曾攝 
蒸 b 仌袐憑                   
拯 b                     
證 b                     






              
表 4 イ類重紐字単字音表 
 
2.2.3 ウ類 
徛(羣母紙韻 B 類)-寄(見母寘韻 B 類) 
 
2.2.4 エ類 
(亻賓)(幫母真韻 A 類)-賓(幫母真韻 A 類)、裨(幫母支韻 A 類)-脾(並母支韻 A
類)、裨(幫母支韻 A 類)-卑(幫母支韻 A 類) 
蚲(並母庚韻 B 類)-平(並母庚韻 B 類)、䛼(曉母紙韻 B 類)-毀(曉母紙韻 B 類)、
隒(疑母琰韻 B 類)-檢(見母琰韻 B 類) 
隒(疑母琰韻 B 類)-斂(來母琰韻)、𪄴(明母軫韻 B 類)-敏(明母軫韻 B 類) 
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稕 b                     
術 b                     
山攝 
仙 b           
㗔去焉 
攐去焉 
拳卷權   蔫於然   








遃魚輦     
線 b         觠古免           




  櫭巨例 
櫱宐別 
櫱御別 







      
撟几消 
撟居夭 
















笑 b 裱筆廟           轎奇廟       
深攝 




  喑於今   
寢 b             
䫴巨錦 
䫴渠領 
      
沁 b             
紟騎禁 
紟渠禁 
      











  醃於炎   




艷 b 窆碑艷                   
葉 b                 (糸劫)於輒   
梗攝 
庚 b   恲暜耕         擎渠迎       
梗 b 蛃步幸       
臩古永 
囧古丙 




  枰平命           詇於敬   
陌 b             
屐渠戟 
劇其御 
  彟於虢   
流攝 
幽 b     滮蒲彪               
黝 b                     
幼 b       謬靡幼             
曾攝 
蒸 b 仌袐憑                   
拯 b                     
證 b                     






              
表 4 イ類重紐字単字音表 
 
2.2.3 ウ類 
徛(羣母紙韻 B 類)-寄(見母寘韻 B 類) 
 
2.2.4 エ類 
(亻賓)(幫母真韻 A 類)-賓(幫母真韻 A 類)、裨(幫母支韻 A 類)-脾(並母支韻 A
類)、裨(幫母支韻 A 類)-卑(幫母支韻 A 類) 
蚲(並母庚韻 B 類)-平(並母庚韻 B 類)、䛼(曉母紙韻 B 類)-毀(曉母紙韻 B 類)、
隒(疑母琰韻 B 類)-檢(見母琰韻 B 類) 





    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 






  芪衹       
紙 a     庳婢 渳弭             
寘 a                     








  黟伊   
旨 a 匕化                   
至 a           
企棄 
夡棄 
        
蟹攝 祭 a     
㡀敝 
㡀獘 
        埶再     
臻攝 






軫 a                     








鴄匹   䤉蜜           欯虗 
諄 a                     
準 a                     
稕 a                     
術 a         繘橘           
山攝 
仙 a   媥篇 (虫便)便             嬛淵 
獮 a       偭面   䭤遣         
線 a                     
薛 a       搣滅 釨子           
效攝 
宵 a 杓旳                   
小 a                     
笑 a                     
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                     
咸攝 
鹽 a                     
琰 a                     
艷 a                     
葉 a                     
梗攝 
清 a 箳瓶               攖嬰   
靜 a       眳茗   
頔狄 
㩩頃 
        
勁 a   娉聘                 






              
流攝 
幽 a                     
黝 a         赳糾       蚴幽   
幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
















紙 b           
(辶
支)企 






    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
幇 滂 並 明 見 渓 羣 疑 影 曉 
止攝 






  芪衹       
紙 a     庳婢 渳弭             
寘 a                     








  黟伊   
旨 a 匕化                   
至 a           
企棄 
夡棄 
        
蟹攝 祭 a     
㡀敝 
㡀獘 
        埶再     
臻攝 






軫 a                     








鴄匹   䤉蜜           欯虗 
諄 a                     
準 a                     
稕 a                     
術 a         繘橘           
山攝 
仙 a   媥篇 (虫便)便             嬛淵 
獮 a       偭面   䭤遣         
線 a                     
薛 a       搣滅 釨子           
效攝 
宵 a 杓旳                   
小 a                     
笑 a                     
深攝 
侵 a                     
寢 a                     
沁 a                     
緝 a                     
咸攝 
鹽 a                     
琰 a                     
艷 a                     
葉 a                     
梗攝 
清 a 箳瓶               攖嬰   
靜 a       眳茗   
頔狄 
㩩頃 
        
勁 a   娉聘                 






              
流攝 
幽 a                     
黝 a         赳糾       蚴幽   
幼 a                     
    聲類 
韻類 
唇音 牙音 喉音 
















紙 b           
(辶
支)企 





寘 b                     









      







    
煝媚 
䉋媚 
饉奇           
蟹攝 祭 b         蹶厥 揭竭         
臻攝 
真 b       
鍲旻 
鍲旻 
    堇謹   鼘淵   
軫 b                     
震 b                     
質 b 潷筆   㢸弻               
諄 b                     
準 b                     
稕 b                     
術 b                     
山攝 










  嬽淵   




          
搴騫 




          
薛 b                     
效攝 









      
小 b 表表       孂撟           
笑 b                     
深攝 




寢 b                     
沁 b                     





      
咸攝 
鹽 b                 閹淹   
琰 b         檢撿   芡儉 
噞儼 
隒檢 
揜弇   
艷 b                     
葉 b             衱劫       
梗攝 




      䫆成       
梗 b 昞丙               摬影   
映 b 鈵丙                   
陌 b                     
流攝 
幽 b                     
黝 b                     
幼 b                     
87『博雅音』における重紐の対立について
婍綺 
寘 b                     









      







    
煝媚 
䉋媚 
饉奇           
蟹攝 祭 b         蹶厥 揭竭         
臻攝 
真 b       
鍲旻 
鍲旻 
    堇謹   鼘淵   
軫 b                     
震 b                     
質 b 潷筆   㢸弻               
諄 b                     
準 b                     
稕 b                     
術 b                     
山攝 










  嬽淵   




          
搴騫 




          
薛 b                     
效攝 









      
小 b 表表       孂撟           
笑 b                     
深攝 




寢 b                     
沁 b                     





      
咸攝 
鹽 b                 閹淹   
琰 b         檢撿   芡儉 
噞儼 
隒檢 
揜弇   
艷 b                     
葉 b             衱劫       
梗攝 




      䫆成       
梗 b 昞丙               摬影   
映 b 鈵丙                   
陌 b                     
流攝 
幽 b                     
黝 b                     
幼 b                     
88 季鈞菲
曾攝 
蒸 b 掤冰                   
拯 b                     
證 b                     
職 b                     
      表 5 オ類重紐字単字音表      
 
 
 
